
本展示会では、皆様に安心してご参加いただくため、政府・自治体・展示会業界・会場のガイドラインに則り、
以下の新型コロナウイルス感染症対策を徹底してまいります。（開催時の状況に応じて変更する場合があります）
来場者の皆様におかれましても、ご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いいたします。

③会場内では全参加者のマスク着用が必要です

マスクは鼻まで覆うようご注意ください。
感染予防効果の高い
不織布マスクのご着用を
お願いします。
（ウレタンマスク・布マスクは
感染予防効果が低いとされています）

⑤手洗い消毒液を設置します

入口・休憩所・セミナー会場などに
消毒液を設置しています。
ぜひご利用ください。

④全入場者の検温を行います

施設入口にて非接触による体温測定を行います。
37.5度以上の発熱がある方はご入場いただけません。

②以下の症状がある方はご入場いただけません

▢37.5度以上の発熱があるとき

▢咳・咽頭痛・息苦しさなどの症状が認められるとき

▢保健所などの健康観察下にあるとき

▢その他、体調が優れないとき

（味覚・嗅覚異常を感じるときや

疲労倦怠感を強く感じるときなどを含む）
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⑦共用スペースの消毒を徹底します

セミナー会場の座席、トイレ、
受付、休憩所など、
共用スペースの定期的な
消毒を行います。

⑧会場の換気を行います

会場の空調・換気設備の稼働および、
定期的に会場のドアなどを開放し、
換気を行います。

①ご来場前にご準備ください！
ご来場の際は事前登録をお願いします

(1)以下のURLより来場事前登録ができます。
https://user.caretex.jp/rg-sapporo2022/user/entry

(2)登録時に来場日を指定してください。

(3)ご来場の際、「来場事前登録受付証」と
「名刺２枚」をお持ちください。
ご登録いただいた来場日にご入場いただけます。

＊「招待券」をお持ちのご来場者は
当日ご登録・ご入場いただけます。

※感染者発生時には感染経路特定などの理由により、最低限必要となる
個人情報を政府機関・自治体からの依頼に基づき提出することがあります

⑥密集・密接を防止します

ソーシャルディスタンスを確保するため、ゆとりをもった会場づくり
を行います。多数のご来場の場合には入場制限が行われる
場合があります。

⑨厚生労働省新型コロナウイルス接触確認アプリ
「COCOA」のインストールをお願いします

感染者と接触した可能性について、
通知を受け取ることができる
スマートフォンアプリです。
末尾に厚労省のご案内を添付します。
事前にインストールをお願いいたします。

新型コロナウイルス感染拡大予防対策について

⑪展示会参加前後の「三つの密」及び飲食を回避するため、直行・直帰をお願いします

⑩会場では北海道コロナ通知システムの
QRコード読取り・登録をお願いします。

ご来場時に会場に掲示されたQRコードの読取りおよびメールアドレス
の登録をお願いします。
同じ日、同じ施設を利用した方の中から新型コロナウイルスの感染
者が確認された場合、北海道からＥメールでお知らせします。
※濃厚接触者の方が特定できている場合などでは、通知しない
場合があります。



次ページより、万全の対策を講じて無事開催した
全国のCareTEX・CareTEX Oneにおける
感染予防対策(※一部抜粋)を掲載します。

2021年：【1月】名古屋 【2月】福岡 【3月】東京 【5月】札幌
【7月】横浜 【9月】仙台、福岡 【10月】大阪

2022年：【2月】名古屋 【3月】東京

は

新型コロナ感染予防対策を徹底し、

予定通り開催します。



来場事前登録（来場日指定）の実施促進

会場の収容人数コントロール
（会場内滞留人数を把握）

来場事前登録を促す招待券を送付

※CareTEX札幌’22では
会場（アクセスさっぽろ）ガイドラインに従い、

「収容人員1,250名以下」を厳守します。

受付で来場者数をカウント

※「招待券」ご持参のご来場者は
当日ご登録・ご入場いただけます。

大阪会場

大阪会場東京会場



来場者受付には待機マーカーと飛沫防止ビニールを設置

複数個所に注意喚起の看板ならびに
手洗い消毒液の設置

床面に待機位置をマーカー表示

受付の飛沫防止ビニール

運営スタッフが手指消毒を声がけ

マスク着用必須などの注意喚起看板

札幌会場

仙台会場



入場口でのサーモカメラや非接触型体温計による測定

「密」を避けるため、間隔を空けた休憩ベンチ

37.5度以上の方の入場お断り

会場内休憩所のベンチに全て表示

仙台会場

大阪会場

東京会場



「密」を避けるため、間隔を空けたセミナー席

セミナー講演台に飛沫防止のアクリル板設置

セミナー講演台のアクリル板

セミナーの間に随時、座席を消毒

「密」を避けるため、
座席間隔を空けたセミナーレイアウト

セミナーの間に随時、
アクリル板・マイクを消毒

大阪会場大阪会場 大阪会場

名古屋会場



事務局スタッフはフェイスシールドを着用

会場内を常時換気

会場内空調に加え、搬入用シャッターを適時開放し換気

事務局ならびに運営スタッフは
マスク＋フェイスシールド（or アイガード）着用

大阪会場

東京会場

札幌会場




